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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 33,350 △10.7 276 △5.9 24 △73.1 △70 －

27年３月期第３四半期 37,336 △2.4 293 102.4 92 253.7 △1,595 －
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 △430百万円( －％) 27年３月期第３四半期 △1,323百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 △5.20 －

27年３月期第３四半期 △118.51 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 40,328 7,103 12.0

27年３月期 42,373 7,510 12.0
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 4,853百万円 27年３月期 5,104百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

28年３月期 － 0.00 －

28年３月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,890 △9.4 470 289.4 160 － △30 － △2.23
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 13,662,860株 27年３月期 13,662,860株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 200,866株 27年３月期 198,744株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 13,462,511株 27年３月期３Ｑ 13,463,049株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決
算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日本銀行の金融政策により、円安・株高の傾

向が続き、全体として緩やかな景気回復基調で推移しました。しかしながら個人消費の伸びは依然として鈍く、先行

き不透明な状況が続いております。

　当業界におきましても、原油・ナフサ価格の不安定な動向等もあり、楽観できない事業環境となりました。

　一方、海外においては、中国の経済成長の鈍化、アメリカの政策金利引き上げを受けて東南アジア各国で通貨安に

よる景気減退に加え、欧州・中東の地政学上のリスクも高まり、今後の状況を注視する必要があります。

　このような状況の中、当社グループは、前期より取り組んでおります「構造改革計画」を着実に進めることを最優

先の経営課題とし、開発面においては、炭素繊維等を用いた複合材による機構部品の開発や、ハイブリッド、電気自

動車等で新たに必要となる部品の研究開発等を進めております。また、営業面においては、即効性のある売上高の確

保とグローバルで市場性の高い四輪分野への積極営業展開、差別化技術を生かしたカスタム成形部品の受注拡大等を

目指した活動を展開しております。製造面においては、一部工場の事業の統合と閉鎖、固定資産の売却を実施し、今

後とも各生産拠点の役割の明確化と最適地生産体制の整備を行ってまいります。

　当第３四半期連結累計期間の売上高は33,350,792千円（前年同四半期比10.7％減）となりました。損益面では、国

内及び東南アジアにおける受注数量の減少等により営業利益は276,047千円（前年同四半期比5.9%減）、経常利益は

24,799千円（前年同四半期比73.1%減）、税金等調整前四半期純利益は92,197千円（前年同四半期は税金等調整前四半

期純損失で1,442,166千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は70,015千円（前年同四半期は親会社株主に帰属す

る四半期純損失で1,595,462千円）となりました。

　

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

　成形品事業における車両分野及び通信機器分野での受注数量の減少により、売上高は19,326,014千円（前年同四半

期比14.4％減）となり、営業損失は386,339千円（前年同四半期は営業利益で45,838千円）となりました。

　② 中国

　ＯＡ分野での受注数量の減少があったものの、車両分野での受注数量の増加により、売上高は8,607,343千円（前

年同四半期比10.2％増）となり、営業利益は820,948千円（前年同四半期比205.4％増）となりました。

　③ 東南アジア

　タイにおける車両分野での新規受注による増加があったものの、インドネシアにおける車両分野での受注数量の減

少により、売上高は5,417,433千円（前年同四半期比22.1％減）となり、営業損失は160,729千円（前年同四半期は営

業損失55,694千円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 流動資産

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産合計は、20,383,914千円となり、前連結会計年度末と比べ751,123

千円減少しました。これは、主に未収入金の減少（878,343千円減）が主な要因であります。

　② 固定資産

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産合計は、19,944,751千円となり、前連結会計年度末と比べ

1,294,074千円減少しました。これは、機械装置及び運搬具の減少（403,835千円減）、土地の減少（378,032千円減）、

建物及び構築物の減少（182,608千円減）が主な要因であります。

　③ 流動負債

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債合計は、20,200,527千円となり、前連結会計年度末と比べ

2,160,865千円減少しました。これは、支払手形及び買掛金の減少（1,330,602千円減）、短期借入金の減少（246,235

千円減）が主な要因であります。

　④ 固定負債

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債合計は、13,025,091千円となり、前連結会計年度末と比べ523,573

千円増加しました。これは長期借入金の増加（729,566千円増）が主な要因であります。

　⑤ 純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、7,103,047千円となり、前連結会計年度末と比べ、407,905円

減少しました。これは利益剰余金の減少（70,015千円減）、為替換算調整勘定の減少（163,557千円減）が主な要因で

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の業績につきましては、平成27年10月30日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しました業績予想か

ら変更はありません。今後、何らかの変化がある場合には、適切に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算する

と著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法等によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、「連結

財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半

期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として

計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１

四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見

直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四

半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を

反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の

組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事業

分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来

にわたって適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は16,435千円減少しております。また、当第３四

半期連結会計期間末の資本剰余金が16,435千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,689,685 3,825,489

受取手形及び売掛金 8,889,092 8,585,732

電子記録債権 300,552 475,757

商品 239,758 221,186

製品 891,930 562,745

原材料 1,174,723 1,124,896

仕掛品 2,433,624 2,903,898

貯蔵品 186,747 168,361

繰延税金資産 42,922 94,816

未収入金 2,121,455 1,243,111

その他 1,167,190 1,179,462

貸倒引当金 △2,644 △1,543

流動資産合計 21,135,037 20,383,914

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,829,239 3,646,631

機械装置及び運搬具（純額） 4,239,212 3,835,376

土地 6,245,777 5,867,744

建設仮勘定 557,072 641,329

その他（純額） 3,732,586 3,492,090

有形固定資産合計 18,603,888 17,483,172

無形固定資産

ソフトウエア 124,904 109,154

のれん 99,520 82,942

その他 158,074 152,005

無形固定資産合計 382,499 344,102

投資その他の資産

投資有価証券 1,318,185 1,283,454

出資金 256,569 249,498

繰延税金資産 161,942 124,295

その他 717,443 661,932

貸倒引当金 △201,704 △201,704

投資その他の資産合計 2,252,437 2,117,476

固定資産合計 21,238,825 19,944,751

資産合計 42,373,863 40,328,665
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,185,552 7,854,950

短期借入金 4,236,416 3,990,180

1年内返済予定の長期借入金 3,625,104 3,857,460

未払法人税等 151,437 145,464

賞与引当金 156,475 189,720

その他 5,006,406 4,162,751

流動負債合計 22,361,392 20,200,527

固定負債

長期借入金 6,962,889 7,692,455

役員退職慰労引当金 231,147 197,762

退職給付に係る負債 3,690,815 3,610,943

その他 1,616,664 1,523,928

固定負債合計 12,501,517 13,025,091

負債合計 34,862,910 33,225,618

純資産の部

株主資本

資本金 2,090,138 2,090,138

資本剰余金 1,776,570 1,793,005

利益剰余金 543,782 473,766

自己株式 △48,955 △49,458

株主資本合計 4,361,535 4,307,451

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 91,113 66,045

繰延ヘッジ損益 7,696 △20,233

為替換算調整勘定 734,977 571,420

退職給付に係る調整累計額 △90,585 △71,390

その他の包括利益累計額合計 743,202 545,841

新株予約権 12,837 12,837

非支配株主持分 2,393,378 2,236,917

純資産合計 7,510,953 7,103,047

負債純資産合計 42,373,863 40,328,665
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 37,336,848 33,350,792

売上原価 33,007,752 28,988,362

売上総利益 4,329,096 4,362,429

販売費及び一般管理費 4,035,604 4,086,382

営業利益 293,491 276,047

営業外収益

受取利息 8,453 7,383

受取配当金 20,184 21,886

為替差益 13,385 －

作業屑売却収入 45,514 48,232

助成金収入 1,000 2,404

その他 74,351 92,632

営業外収益合計 162,888 172,538

営業外費用

支払利息 337,350 368,514

為替差損 － 33,038

その他 26,752 22,233

営業外費用合計 364,103 423,786

経常利益 92,277 24,799

特別利益

固定資産売却益 22,705 92,804

特別利益合計 22,705 92,804

特別損失

固定資産売却損 7,214 1,347

固定資産除却損 6,228 24,058

減損損失 1,483,212 －

構造改革費用 59,894 －

その他 600 －

特別損失合計 1,557,149 25,406

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△1,442,166 92,197

法人税等 230,877 194,041

四半期純損失（△） △1,673,043 △101,843

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △77,581 △31,827

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,595,462 △70,015
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △1,673,043 △101,843

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 86,157 △25,086

繰延ヘッジ損益 6,247 △27,930

為替換算調整勘定 231,626 △296,368

退職給付に係る調整額 20,592 19,668

持分法適用会社に対する持分相当額 5,366 690

その他の包括利益合計 349,989 △329,026

四半期包括利益 △1,323,053 △430,869

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,326,420 △267,377

非支配株主に係る四半期包括利益 3,367 △163,492
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

日本 中国 東南アジア

売上高

外部顧客への売上高 22,578,232 7,807,799 6,950,816 37,336,848

セグメント間の内部売上高
又は振替高

514,801 377,948 606 893,356

計 23,093,033 8,185,747 6,951,423 38,230,204

セグメント利益又は損失
（損失は△）

45,838 268,839 △55,694 258,983

（注） １．国又は地域は、地理的近接度によっております。

　 ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)中国…中華人民共和国、香港

　 (2)東南アジア…インドネシア、タイ

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 258,983

セグメント間取引消去 34,508

四半期連結損益計算書の営業利益 293,491

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「日本」セグメントにおいて、減損損失を計上しております。

なお、減損損失の計上額は、1,483,212千円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

重要な変動はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

日本 中国 東南アジア

売上高

外部顧客への売上高 19,326,014 8,607,343 5,417,433 33,350,792

セグメント間の内部売上高
又は振替高

219,348 265,700 238 485,287

計 19,545,363 8,873,044 5,417,671 33,836,079

セグメント利益又は損失
（損失は△）

△386,339 820,948 △160,729 273,880

（注） １．国又は地域は、地理的近接度によっております。

　 ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)中国…中華人民共和国、香港

　 (2)東南アジア…インドネシア、タイ

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 273,880

セグメント間取引消去 2,167

四半期連結損益計算書の営業利益 276,047

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

重要な変動はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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